
症 例

サイトメガロウイルス感染症と
鑑別困難であった核内封入体を示した１症例
―遺伝子診断の細胞診標本への応用―
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背景・抄録
喀痰の細胞診標本中に、巨大核内封入体を有する細
胞が出現し、サイトメガロウイルス（CMV）感染細
胞が疑われた。細胞形態だけでは確定診断にはいたら
ないため、Polymerase chain reaction（PCR）法により、
遺伝子解析を実施し同定を試みたので報告する。
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細胞所見
背景には好中球を主体とする白血球が多数出現して
いた。細胞の核内に大型の好塩基性の封入体が見ら
れ、その周囲には広い明庭が認められた。CMV感染
細胞の特徴である巨大核内封入体（owl eye cell）に類
似しているが、細胞の大きさは巨大化しておらず
CMV感染細胞とは断定できなかった（写真１）。

DNA抽出
顕微鏡下において、核内封入体を有する細胞を確認
しながら、２７G注射針にてこれを採取。以下、等施設
で実施している方法に準じてDNA抽出を行った�。

遺伝子解析
CMVの固有配列部分のうち前初期遺伝子の一部の

２２８０―２３００と２４０５―２４２５のシーケンスに相当する部分を
コードするプライマーを用いた PCR法により、遺伝
子解析を実施した�。陽性対象は１４６bp の位置にバン
ドが検出されたが、検体からは１４６bp の位置にバンド
は検出されなかったため、CMV感染細胞ではないこ
とが確認された（写真２）。

考 察

核内封入体を形成するものとしては、ヘルペスウイ
ルスやCMVが有名である。また、種々の病変で核内
に空胞が出現することもあり、これと真の核内封入体
を区別すことは、診断を下す上で重要であると考える
�。核内封入体を形成するウイルスの中でCMVは、
日和見感染の原因として注目されている。CMV感染
症の診断は、細胞学的には検体中の巨大核内封入体細
胞を検出し推定します。しかし、迅速で簡便な方法で
はありますが、感度に問題があります。そこで、感度
及びに迅速性に優れた方法である PCR法により CMV
の DNA検出を試みた。本症例は、PCR法によるDNA
検出を実施することによってCMV感染細胞ではない
ことが確定可能となった。宿主の免疫機能低下による
日和見感染は増加しており、予後不良な例も多く、迅
速な診断が必要とされている。PCR法によるDNA検
出は、感度や特異性、迅速性に優れた診断法として役
立つものと考える�。

結 語

巨大核内封入体を有する細胞について、CMV感染
細胞を疑い PCR法によるDNA検出を実施した結
果、CMV感染細胞ではないことが証明された。巨大
核内封入体はCMV感染細胞の特徴的細胞所見ではあ
るが、確定診断を下すことはできなかった。PCR法
によるDNAの検出は、迅速で感度や特異性に優れた
検査法であり、CMV感染症の診断に有効であると考
える。
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写真１．パパニコロウ染色（対物６０×）

写真２．PCR―CMVの検出
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Case Report A case of cytomegalovirus（CMV）infection
confirmed by Polymerase chain reaction（PCR）with De-
oxyribonucleic acid（DNA）derived from smear preparation
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Abstract : Cytomegalovirus infection was suggested from
giant intranuclear inclusion in sputum cystologic smear.
DNA was withdrawn from Papanicolau―stained cells on a
smear glass and an additional PCR for CMV disclosed
CMV infection.
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